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1．はじめに  
StandardEnglish という用語を学術的に定義しようとすると，いくつかの困  
難が表面化する。その理由は多くあるが，大きなものとしては，先に筆者が，  
森田（2002）で指摘したようなものがある。まず，英語がもつ特質に由来する  
ものとしては，  
1．英語の使用が広い地域に亙っていて，その発展の過程も地域によってそ  
れぞれ異なること。   
2．現在英語を使用している国家，地域における政治的，社会的体制がそれ   
ぞれ異なり，国家や行政の言語に対する姿勢が異なること。   
3．またそれにともなって，それら国家，地域に暮らす人々の言語に対する   
態度も異なること，が挙げられる（1）。   
更に，英語の場合は，世界の数箇所にかなりまとまった母語話者の集団を有  
し，かつ「世界語」としても世界的規模での「標準化」の時代を迎えている。  
これは，総じてネイティヴの間では，Standardization，そして，非ネイティヴ  
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を含む琴合は，globalizationの文脈の中で捉えられている。こうした状況は，  
かつて，いかなる言語も経験しなかったことのように思われる。そして，それ  
ゆえ，英語の「標準化」を考える時には，地域性と，脱地域性，二つの視点の  
いずれに立つかの選択にも迫られる点も既に指摘したところである。   
さて，次に言語そのものが持つ特質に由来する問題点であるが，それは言語  
のstandardization（標準化）一般について言えるものである。それらはまず，  
1．文語と口語の問題と（2）   
2．正書法も含む文字と音の問題  
である。例えば，一般に，口語は文語よりも流動的であるが，その文語もー旦読  
まれると，標準化度は落ちざるを得ない。漢字は基本的に概念を表す文字であ  
るから，数世紀を経ても，その意味するところは，比較的容易に捉えることがで  
きる。しかし，その読みは，その中に多くのバリエーションを含む中国語，日本  
語，韓国語などで様々に存在している。加えて，各言語の関係が「方言」と「言  
語」のいずれであるのかを論じる必要が生じてくる場合も往々にしてある（3）。   
もちろん，StandardEnglishの研究として，上記の問題を解決しながら，い  
くつかを同時に，並行して検証し，論ずることは可能であるが，それは，極め  
て多難で，論点を多く残す可能性を予感させるものである。   
一方，研究者が捉えようとするStandard Englishの概念と実態とは別に，  
一般の人々が，「感じている」Standard Englishがあることは，否定し難いと  
ころであろうし，本論が基づく調査においても，それは明らかとなっている。   
また，一般の辞書の多くにも，StandardEnglishへの言及やエントリーがあ  
り，概ね仇裾飯イ坤加‖九血肋りに見られたような定義に沿っている。  
‘for－m of English speech used，withlocalvariations，by majority of educated  
English－Speakingpeople’（7thedition．1985）   
後述するところからも分かるように，本論が基づく調査の結果においても，  
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これを逸脱するような定義は，見受けられなかった。学術的視点とは別に，一  
般の言語（英語）使用者が，その言語活動同様，その言語コミュニティの中  
で，共時的かつ総体的なものとしてStandard Englishを捉えて，その存在を  
認めていることは，事実と考えてよいだろう。   
それでは，そうした一般の英語話者が，（おそらく）漠然とした形で「感ず  
る」StandardEnglish とはどんなものなのか，そのあり方，そして，特に知識  
層のそれに対するattitudeを，できるだけ具体的な形で浮き彫りにすること  
は，できないだろうか。この疑問に対する答えを探る第一段階として，現代の  
イギリス知識階層のStandard English に関する意識を調査するため，筆者  
は，2001年4月から2002年3月末まで，イギリスのPembroke College，Uni－  
versity of Cambridge滞在し，イギリスで高い教育を受けた（受けている）  
人々の言語（英語）活動に関して，資料の収集と情報の交換，そして，アン  
ケートの実施を行った。アンケートは，二群の学生，即ち，Pembroke Coト  
1egeの全学生（学部生，大学院生），Faculty of Englishの学部生一クラスに  
ほぼ同一のもの，そして，Pembroke Collegeのfellowに対して，いくつかの  
質問を差し替えて行った。   
それらアンケートのうちから，最も母数の大きいPembroke Collegeの学生  
に行ったアンケートについては，彼らの使用する英語の獲得のプロセスと，彼  
ら自身の言語環境に関する反省，また，使用する英語のメンテナンスに関する  
部分を抜き出して，その結果を森田（2002）にまとめた。本論では，必要に応  
じてこの結果を参照しつつ，Pembroke Collegeのfellowに行った調査につい  
て，同様な部分を中心に結果をまとめ，考察したい（4）。   
ここで，本論および本論が基づいている調査と英語教育との関わりについて  
も述べておきたい。森田（2002）でも述べたように，Honey（1997）は，  
StandardEnglishのdefiningcharacteristic として，  
1．gener．alityorcommonality  
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2．uniformity  
3．correctness  
を挙げている（5）。私達は，「正しい英語」には，極めて敏感である。もとより  
英語は外国語であるから，私達は，文法，語法，発音など全ての範噂で不完全  
であり，より「正しい」ものを求めるのは当然であろう。その時，例外的場合  
を除いて，私たちは，ある特定の地域や社会でのみ通用している変種，例え  
ば，ベルファストの地域方言や，アメリカのいわゆる黒人英語は学ばない。そ  
れよりも，  
1．より多くの人々に，通常好意をもって理解され，   
2．かつ誤解を生む可能性がより少ない  
変種を，学ぼうとする。つまり，より標準的な英語の変種を見つけ出して，そ  
れを学ぼうということになる。この点では，Honeyの言う，generalityやuni－  
formityに合改し，その求める変種はStandard Englishに極めて近いか，その  
もののように思える。   
では，もう一つの要素，COrreCtneSSについて，その変種が「正しい」と判  
断される拠り所には，一般に，  
1．英語圏で出版された，辞書（発音辞典を含む），用法書，文法書とそれ  
に基づいて特に日本国内で出版された書籍，教材など。   
2．特に英語のネイティヴ・スピーカーによって，多くの人の目に触れるこ  
とを前提として書かれたり，話されたもの。つまり，小説やエッセイ，放  
送などに現われた言語事実。   
3．（学校数育や家庭教育などで養われた）ネイティヴ・スピーカーの直   
感，があるだろう（6）。  
では，英語のネイティヴ・スピーカーは，上の1，2に関しても，私たちと同  
じようなものを，同じ程度に拠り所としているのか。さらに，一旦，ネイティ  
ヴとしての直感が得られた後，標準的と感ずる英語に関してどのようなメンテ   
18   
StandardEnglishおよびその権威性に対する英国大学数眉の意識に関する調査研究 19   
ナンスを行っているのだろうか，という疑問も生じてくる。教育を受けたネイ  
ティヴが，自分たちの英語をどのように捉え，またその英語をどのように管理  
しているかということは，外国語として英語を学ぶ者にとって重大な関心事と  
なる。つまり，現代のStandard Englishのあり方，そして，特に知識層のそ  
れに対するattitudeを浮き彫りにすることは，同時に，私達外国語として英語  
を学ぶ者が，どのような英語を学ぶかに対する重要な指針ともなるものと言  
え，森田（2002）及び本論の目的の一つと意義もそこにある。   
2．アンケート調査の概要  
アンケートは，2002年3月4日から20日にかけて，Pembroke Collegeの全  
てのfellowとby－fellow，reSearCh fe1lowおよびvisiting，（associate）scholar  
82名を対象として行った。ただし，fellowらの相当数とvisiting（associate）  
scholarにはイギリス出身でない者や非ネイティヴが含まれるが，アンケート  
では，出身地方・国とネイティヴか否かを記入してもらっている。   
配布の方法は，後に添付するアンケートをA4両面に印刷し，Porter’s  
Lodgeのpigeonholeに3月4日に一斉配布した。回収方法も，アンケートに示  
すように，おなじく Porter’s Lodgeにある筆者のpigeonholeに投函してもら  
う方法をとった。回答総数は25名で，回答率は30．5％であった。なお，fellow  
に対するアンケートであり，回収期間も短く学年末であったことも考慮し，  
reminderは送らなかった。回答者の内訳と数は以下のようになった。  
出身国・地方  回答者数   
イングランド   
英語ネイティヴ（イギリス）  田  17  
北アイルランド  2   
アメリカ   4   
英語ネイティヴ（その他）      7   オーストラリア  2  
その他   
非英語ネイティヴ   欧州   
計  25   
1p   
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なお，各1名の英語ネイティヴ（その他）と非英語ネイティヴ1名の出身国に  
ついては，個人の特定ができるので今回は，発表を控えたい（7）。   
3．各質問とその回答分析  
本論では，分析する設問に応じて，イギリス出身以外の英語ネイティヴ，また  
非ネイティヴの1名も統計に加えることとした。また，複数選択の設問，また  
結果的に複数回答となった設問もあり，下記表における母数が変化するので，  
各項目にそれを最下欄に示してある。それぞれに掲げるA－1）などの配列番号  
は，もとのアンケートの配列番号である。また，表中の0は，無回答を表す。  
（言語環境，言語習慣に関するもの）  
A－1）Wouldyousayroughlywhatagegroupyouarein？  
1under，30  231－40  341－50  451－60  50Ver61  
回答数   ％   
4   
2   7   28   
3   7   28   
4   4   
5   6   24  
25  
University of Cambridgeでは，大学の教員としての定年はあるが，COllegeの  
fellow資格は，その点曖昧である。そのため，筆者は60歳台以上の回答者が多い  
と予想したが，結果は，ある程度バランスのとれたものとなったと思われる。  
A－5）Ifyou are anativespeakerofEnglish，doyouspeak any regionalorsocial  
dialects？   
1Yes  2No Ifyes，Whichones？  
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回答数   ％   
4   16．7   
2   19   79．2   
0   4．2  
24  
Noと回答した者の率が，極めて高い。同様の質問を学生にも行ったが，学  
生の多くは学部生であり，自分の言語，言語活動に対して反省する機会が少な  
いためであろうか，無回答も含め，回答にこれほどの差は現われなかった。  
Yesと回答した者は，それぞれ，出身地方・出身国のaccentを挙げている。ま  
た，Noの回答者1名も，出身地方のaccentがあることを書き添えている。A－  
1の回答を考えると，学生との年齢差と言うより，fellowとしての自負を含め  
た意識の差が伺える。  
B－1）HowmanyEng・1ish（language）dictionariesdoyouhaveinyourhousehold？  
1none  20ne  3two  4three  5fourormore（  ）  
回答数   ％   
4▲   
2   8   32   
3   20   
4   3   12   
5   8   32  
25  
Fellowへのアンケートで特徴的なことは，2と5が他に比して多いことで  
あるが，これが，文系，理系の専門性とも関係が低いことも特筆すべきで，  
日々の言語活動と研究活動との関連性を考察するには，十分な資料と慎重な分  
析が必要であることを示唆しているように思える。  
B－2）HowmanyEnglish（language）dictionariesdoyouhaveinyouroffice？  
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1none  20ne  3two  4three  5fourormore（  ）  
回答数   ％   
4   
2   14   56   
3   5   20   
4   4   
5   4  
25  
この回答は，一般の大学数貞として，極めて常識的な範囲と思われる。  
B－3）Whattypeofdictionariesarethey？（multiple）  
1book－type 2computeトbased  3web－based 40ther（  ）  
回答数   ％   
24   82．8   
2   3．4   
3   4   13．8   
4   0   0  
29  
1book－typeを持たないと回答した者は，B－1で1．noneと答えた非ネイ  
ティヴの1名のみで，従って，辞書を持つ者は全てbook－typeの辞書を持って  
いることになる。家では，book－type，職場ではweb－basedと答えた者がいた。  
Web－basedの辞書の学生への浸透度の方が高いが，この回答もほぼ，推測可  
能な範囲と言えよう。  
BL4）Ifyoudohave，pleasewritethetitle（s）．   
OEDを代表とする，0Ⅹford University Pressの一連の辞書群が回答の多く  
を占めた。いずれも複数回答であるが，   
0ゆγdE彿gJぬんβicめmり（0且D）5  
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5九0γrβγ0ゆ摘β五c如触り（SOヱ））8   
伽ぬβ0幼け豆βjc如侮り（COβ）9   
凡祓扉0ゆm‖九血朔叩（PO∂）1  
で，その他に，一般的に0Ⅹford辞書群と答えた者が2名いた。他には，On  
lineを含めた，1穐bster5，Collins4，Chambers4が多く，Roge拍などのthe－  
saurusと答えた件数も4件あった。Fe1lowらしいところでは，etymOlogical  
dictionaryを挙げた者2名と，アメリカのAmerican Heritageを挙げた者1名  
（USA）がいた。質，量ともに安定した豊かさを誇るOxfordの辞書が所有さ  
れていることは，極めて当然の結果であるが，それと同時に，日本の英語学習  
環境では馴染みの薄いthesaurusがこの種の問いの答えとして随所で挙げられ  
ている点が，文献を読み，かつ書く環境にある研究者の集団に特徴的なもので  
あると言えそうである。  
B－5）What do you usually refer to an English dictionary for（except for  
correctingit）？  
1definition 2spelling 3pronunciation 4etymology 50ther（  ）  
回答数   ％   
16   34．8   
2   17   37   
3   6．5   
4   9   19．6   
5   2．2  
46  
（except for correctingit）は，筆者のちょっとした遊びであるが，非常に特  
徴的なことは，3 pronunciationの回答率の低さである。発音とspellingの関  
係が比較的密接ではない英語にあって，知識層の発音に関する自信と，ある意  
味での無関心を象徴しているものと言えるのではないだろうか。他の回答とし  
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ては，50therにusageを挙げた者1名，allと挙げた者3名がいた。また，  
“1～3allthese，butmuchlessoften．4etymologymostoften”（USA）と特記する  
者が1名いた。  
B－6）What do you usually do when you come acrossanunknown word while  
readingorlistening？  
GUESS，then；  
1lookitupinadictionary 2asksomebody 3nothing 40ther（）  
回答数   ％   
21   67．7   
2   6   19．4   
3   4   12．9   
4   0   0  
31  
先に分析を行った学生へのアンケートに比べても，辞書にあたる率が大変高  
く，fellowらしい回答結果と言えるだろう。  
B－7）Do you have any reference books on‘correct English’other than  
dictionaries？   
1Yes，Ⅰ九αγg（  ） 2No  
回答数   ％   
13   52   
2   12   48  
25  
Yesの回答者の中で，1名が題名無記入。他の者のほとんどが肋dβⅢ且彿g－  
1ish Usage，Kingb Englishのいずれかか両方，あるいは単にFowlerと名を挙  
げてFowler兄弟の著作と答えている。ネイティヴが彼らの著作を挙げること  
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は，領けることであるが，回答者の全ての年代にこれらが現われたことは，特  
筆すべきことであり，彼らの著作の高い権威性の証となり得るだろう。ただ  
し，Fowler兄弟の権威性は日本においても高いものがあるが，今日ではむし  
ろ古い権威書と見られているもので，また，その記述にも外国語として英語を  
学習する者にはかなり高度なものが含まれている。そのため，それをそのまま  
学習者に推薦することには，筆者は躊躇せざるを得ない。他には，Partridge，  
Quirkらの文法書を挙げた者がいた。  
B－8）Whatkindofreferencebooksdoyouusetowriteorspeak‘correctEnglish’  
otherthanadictionary？（multiple）  
1grammar books（including dictionary－type）2usage books（including   
dictionaryTtype）3pronunciationdictionaries 4none 50ther（   ）  
回答数   ％   
2   6．9   
2   7   24．1   
3   2   6．9   
4   16   55．2   
5   2   6．9  
29  
B－7の回答同様，2usage booksを挙げる者が多かったわけだが，実際の言  
語活動におい ては，辞書を活用するのが第一で，普通はそれで十分，時に応じ  
て，uSageを確認するという姿が浮かび上がってくる。また，50therでは，  
thesaurusがここでも登場している。  
B－10）What English dictionary or reference book do you thinkis the most  
authoritativeofal1inordertowriteandspeak‘correctEnglish’？   
この点については，記入の回答が思ったより少なく，Idon’tknow．Noopin－  
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ion．？という回答が6件あった。他の回答の18件中14件が0ゆ拍動gJiぶゐ  
Dictiona73・％含む0Ⅹfordの辞書群と答えている。UsageのFowler，辞書の  
OE∂と，当然過ぎるほどの結果が出たことになる。  
（StandardEngljshのあり方と，その定義に関するもの）  
C－2）DoyouthinkthereisStandardEnglishinUK？ 1Yes  2No  
回答数   ％   
21   84   
2   4   16  
25  
この間いは，ある意味で筆者が最も興味のある問いであったが，Standard  
Englishが当然あるものとしているパーセンテージが提示されたことが意義深  
い。ただし，uSed by minorityとのコメントがあったものの，下のdefinition  
やC－6の回答と合わせて考えると，その容認範囲はRP（Received PronunCia－  
tion）話者として言われる数に比して極めて広いものと言わざるを得ない（8）。  
C－3）Ifyes，howdoyoudefineit？   
Fellowに対するアンケートのみ，この設問を設けた。言語学者ではないと  
しても，科学的なものの見方を身に付けているfellowに対し，数値ではなく，  
metalinguisticな質問を直接ぶつけてみたわけである。その多くが言語学に素  
人である研究者達が，．自らが漠然と抱いているStandard Englishをどのよう  
に具体的に規定するかを問うたことになる。これに対する回答には次のような  
ものがあった。なお，（）内は年齢層である。  
〈イギリス出身者による定義〉  
・Thereis clearly Standard written English．（The NationalCurriculum   
ensures this．）On pronunciation，broadcastingactually controIs this within  
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1imits．（41－50）  
・Noeasyanswer．（over61）   
・Itis grammatical．It can be found writtenin the broadsheet newspapers  
and most books．Most TV and radio commentators，neWS readers and   
narratorsspeakit．（over61．NeverheardofRP．と答えた者）  
・RP／ortheEnglishasIspeakit．（over61）  
・BBC；high1yeducatedpeople．（31－40）  
・Asspokenineverydayconversation．（over61）  
・Derived from good written English and，tO aless extent，from BBC spoken   
English（nowincreasinglysuspect！）．（over61）  
・AsspokenbymostBBCnewsreaders．（0Ver61）  
・Clearly pronounced，aVOidingslang，employinginformalgrammaticalstruc－   
t11re．（51－60）  
・Itisthelanguageoffactualtexts．（31－40）  
〈イギリス以外の出身者〉  
・Correctgrammar．Itcanhavearegionalaccent，butnottooheavy・Imake   
a distinction between a regional／class DIALECT（non－Standard）and   
standardEnglishwitharegional／classACCENT．（4l－50）  
・MiddleClass，rOOtedintheSouthofEngland．（31－40）  
・“Posh”English．（under30）  
・BBCEnglish－mOretOdowithusagethanpronunciation．（41－50）  
・SouthEasternEnglish，BBC．（31－40）  
・Middle－ClassEnglish．（3l－40）   
全体としての彼らの定義は，「（高い）教育を受けた者の中で，日常書かれ話  
される規範的（あるいは一定の）文法構造と語法をもった英語」とまとめられ  
27   
文化論集第21号  28   
そうである。「標準語」の定義として極めて，常識的な定義となったわけだ  
が，文法にやや偏る印象はあるものの，書き言葉，話し言葉の両方に視点を置  
いている点に，改めて注目しておきたい。また，イギリス以外の出身者が，言  
わば教科書的にイングランド南部の色合いを指摘している点が興味深い。  
C－5）WhataspectsoflanguagedoyouthinkreflectStandardEnglishmost？  
1grammar 2vocabulary 3pronunciation 40ther（  ）  
回答数   ％   
14   43．8   
2   5   15．6   
3   12   37．5   
4   0   0   
0   3．1  
32  
C－3の定義を数値的に裏付けた結果である。また，イギリス以外の出身者に  
は3pronunciationを挙げる者が多いようである（9）。  
C－6）How many UK people do you think usually use Standard Englishin  
everydaylife？   
1100－75％  274－50％  349－25％  424－10％  5less than 9％  
60ther（  ）  
回答数   ％   
4．2   
2   5   20．8   
3   7   29．2   
4   4   16．7   
4．2   
6   0   0   
0   7   29．2  
24  
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5割の回答者が，Standard Englishを使うイギT）ス人は，50％以下であると  
答えているが，興味深いことに，3割の回答者が49－25％を選んでいる。この  
ことは，Standard Englishを用いる層をRP話者の範囲より広く考えているよ  
うで，近年急速に高まる大学進学率を考え合わせると，極めて「現在的」結果  
と言えるだろう。なお，Noidea．との回答は0に含めた。全くの無回答は3名  
であった。  
（StandardEnglishの権威性に関するもの）  
C－7）Where do you think the authority of Standard English comes from？   
（multiple）  
1BBC  2qualitypapers（  ） 3independentschooIs   
4stateschooIs  5universities  6theQueen’sspeech   
7upperclassspeech  8grammar（usage）booksanddictionaries   
9family lO none llother（  ）  
回答数   ％   
17   23．9   
2   10   14．1   
3   10   14．1   
4   7   9．9   
8．5   
0   0   
7   4   5．6   
8   7   9．9   
9   4   5．6   
10   0   0   
3   4．2   
0   3   4．2  
71  
結果から，6the Queen’s English以外は，選択肢のどれもがStandard  
Englishに権威性を与えるものとして機能していると考えられていることが分  
29   
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かるが，fellowの回答に特徴的なのは，3independentschool（かつてのpublic  
school）の数字の高さであろう。また，C－3の定義と重ね合わせると，BBCは今  
なお，発音における権威であることに間違いなさそうである。なお，11には，  
all，prOfessionalclasses，don’tknow，NationalCurriculumが挙げられている。  
（その他）  
D－1）IfyouareaBritishEnglishspeaker，doyouthinkAmericanEnglishhasan  
influenceonyourownEnglish？  
1Yes  2No  （AnddoyoulikeAE？ 1Yes  2No）  
回答数   ％   
44   
2   7   28   
0   7   28  
25  
この設問は，第一に，fellowらが自らの英語と言語活動を意識的に観察し，  
回答を行ってくれたか否かを再確認してもらうことを意図して，問うたもので  
ある。従って，アメリカ英語はそのための鏡であるので，直接Standard  
Englishに関する問いとは，もちろん言えない。ただし，単独の質問として  
は，興味深いものでもある。イギリス人の中で，1Yesと答えた者は11名。2  
Noと答えた者が6名である。オートラ1）ア出身の1名がNoと答え，Try not  
to．とコメントを寄せている。無回答者は，British English speakerではない  
者。なお，Do youlike AE？の問いに積極的に答えた者の回答数は，学生の場  
合のそれとほぼ括抗していがq。   
4 結論  
アンケートから受ける全体的印象から，予測され得る当然の結果が現われた  
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ように思える。まず，Pembroke Collegeのfellow達の質の高い言語活動と，  
使用する言語（英語）に対し深く反省する態度が浮かび上ってくる。研究者で  
あり，かつ教育者である彼らは，受けた教育と自らの努力によって得た英語に  
誇りを持ち，かつそれとほぼ同義であるStandard English の存在を認めてい  
る。そして，それは，話し言葉，書き言葉のどちらの側面も視野に入れたもの  
であると言える。   
Standard Englishの権威性，またはcorrectnessに関しては，C－7の結果か  
らも分かるように，幅広い知的言語文化と言語活動の中でそれが支えられてい  
ると考えている。その中で，書き言葉では，長い歴史を持つFowler兄弟の著  
作と0且D，話し言葉では，BBCの権威性を重視する結果が現れたのは，興味  
深いことであるが，この結果もまた，彼らが日頃の自らの言語活動に関して反  
省の心を持っていること，つまり，自らの言語活動に常に注意を払っているこ  
とを物語っていると言えよう。発音と同様に，文法に関して強い関心を抱いて  
いることも，例えば，二重否定の使用や，代名詞の用法など，文法的バリエー  
ションが多いイギリス英語全体の状況を考えると，学生へのアンケート結果と  
考え合わせ，改めて興味深い。私達外国語として英語を学ぶ者とは，抱える文  
法的問題の意味合いが多少なりとも異なるものの，英語教育への一つの示唆に  
なるものであるとの確信が深まる。   
これも森田（2002）でも述べたが，もともと，民族的な違いがそれほどない  
にも関わらず，イギリス英語には多くの地域方言，また階級方言が存在してい  
る。そのイギリスにおいても，第二次世界大戟前は8割と言われた労働者階級  
が，4割に減少したとも言われ，中産階級層が相対的に増加した今，かつての  
King’s EnglishあるいはPublic SchooIEnglish といった，ごく一握りの人々  
の用いる英語を正統な英語として認め，それを軸に英語のstandardizationが  
行われるという考え方をとることは，次第に困難になってきていることが本調  
査でより明らかになったと言えよう。このことは，他の多くの民主的先進国で  
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行われる言語の多くに共通することであるが，自らの英語に自負を持つ彼ら  
fellowが，学生の用いる英語には，比較的寛容であることを示すC－10のコメ  
ントからも推測できがカ。   
アンケートにはいく人ものfellowがそれぞれの設問に意見等を寄せてくれ  
たが，ここで，最後のコメントの求めに応じてくれた数学専攻の年配のfeト  
10Wの言葉で本論を終えたいと思う。   
The pointofhaving a standard Englishis to be able to communicative with   
precision，and to be able to add emphasis，COlour and nuance with style and   
variation．  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アンケートの全文 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
ASurveyofAttitudestoStandardEnglish   
DearFellows，  
March2002  
AkiraMorita：mOritas＠mn．waseda．ac．jp  
AssociateScholar，PembrokeCollege  
Iaminterestedin attitudes to Standard English among high1y educated people．   
Ⅰ’dreallyappreciateitifyou’danswerthefollowlngqueStionnair’e．   
Introduction：The purpose of this surveyis to collect basicinformation about   
what speakers of the Englishlanguage think of as sources or authority for   
COrreCt’or‘standard．Englishandtheirhabitsofreferringtoit．   
Con蔦dentiality：Respondents aregiven an assuranceofconfidentiality，andgreat   
careis taken to ensure that theinformation given byindividualsis kept   
confidential．Only aggregate results from the surveyare uSed for the further   
researchandpublications．ThedatawillbeonthefollowingwebsiteinAugust  
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2002．  
http：／／web．faculty．waseda．ac．jp／aquila／  
Returning the questionnaire：Please completeit and putit backinto my pi－  
geonholeinthePor・ter’sLodge，  
一三叫：ご！t＼恒ニー二阜〕二  
AS SOON AS YOU POSSIBLY CAN  and nolater  
QUESTIONNAIRE  
＊IfnoneoftheglVenpOSSibilitiesexactlyfits，pleasetickorcircleonethat  
COrreSpOndsbesttoyouropinionorexperience．  
A－1）Wouldyousayrough1ywhatagegroupyouarein？  
1under30  231－40  34l－50  451－60  50Ver61   
A－2）1Male  2Female  
A－3）Whatisyour・aCademicdiscipline？  
A－4）AreyouanativespeakerofEnglish？  
Ifyes，WhichpartofUK（whichcountry）areyoufrom？  
Ifno，Whatisyournativelanguage？  
A－5）IfyouareanativespeakerofEnglish，doyouspeakanyregionalorsocial  
dialects？   
1Yes  2No Ifyes，Whichones？  
B－1）HowmanyEnglish（1anguage）dictionariesdoyouhaveinyourhousehold？  
1none  20ne  3two  4three  5fourormore（  ）  
B－2）HowmanyEnglish（1anguage）dictionariesdoyouhaveinyouroffice？  
1none  20ne  3two  4three  5fourormore（  ）  
B－3）Whattypeofdictionariesarethey？（multiple）  
1book－type  2computer－based  3web－based  40ther（  ）  
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BL4）Ifyoudohave，pleasewritethetitle（s）．  
B－5）What do you usually refer to an English dictionary for（except for  
correctingit）？  
1definition 2spelling 3pronunciation 4etymology 50ther（  ）  
B－6）What do you usually do when you come across an unknown word while  
readingorlistening？  
GUESS，then；  
1lookitupinadictionary 2asksomebody 3nothing 40ther（  ）  
B－7）Do you have any reference books on‘correct English’other than di－   
ctionaries？   
1Yes，Ⅰゐαγg（  ） 2No  
P．T．0．   
B－8）What kind of reference books do you use to write or speak’correct   
English’otherthanadictionary？（multiple）  
1grammar books（including dictionary－type） 2usage books（including  
dictionary－type） 3pronunciationdictionaries  4none  
50ther（）  
B－9）Pleasenameonethatyouusemostfrequently・  
B－10）What English dictionary or reference book do you thinkis the most  
authoritativeofallinordertowriteandspeak‘correctEnglish’？  
C－1）WhenandwheredidyouhearofthephraseLRP（ReceivedPronunciation）’  
first？  
Ⅰ’ve neverheard ofit．   WHERE  
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C－2）DoyouthinkthereisStandardEnglishinUK？ 1Yes  2No  
C－3）Ifyes，howdoyo11defineit？  
C－4）Ifno，Whyorwhatkind（s）ofEnglishdopeoplespeaktocommunicatewith  
eachother？（PleaseskiptoC－10）  
Cr5）WhataspectsoflanguagedoyouthinkreflectStandardEnglishmost？  
1grammar  2vocabulary  3pronunciation  40ther（   ）  
C－6）How many UK people do you think usually use Standard Englishin  
ever’ydaylife？  
1100－75％  274－50％  349－25％  424－10％  51ess than 9％   
60ther（）  
C－7）Where do you think the authority of Standard English comes from？   
（multiple）  
1BBC  2quality papers（） 3independent schooIs  4state   
SChooIs  5universities  6the Queen’s speech  7upper class   
speech  8grammar（usage）booksanddictionaries  9family  
lO none llother（）  
C－8）What proportion of your teachers used Standard Englishin your school  
education？   
1al1 2themajority  350－50  41essthanhalf  50ther（）  
C－9）Generallyspeaking，areyOuhappyorreluctanttospeakStandardEnglish？  
1happy  2reluctantIfreluctant，Why？  
C－10）How do you feelwhen your students do not speak to youin Standar・d   
English？（e．g．intheirregionalorsocialaccents）？  
D－1）IfyouareaBritishEnglishspeaker，doyouthinkAmericanEnglishhasan   
influenceonyourownEnglish？  
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1Yes 2No  （AnddoyoulikeAE？1Yes 2No）  
D－2）Doyouthinkstudents’EnglishisinfluencedbyAmericanEnglish？   
1Yes  2No   
D－3）Ifyes，WhichpartoftheirEnglishinfluencedmost？  
1grammar  2vocabulary  3idioms  4pronunciation   
50ther（）  
Anycommentsoropinionson‘correct’orStandardEnglishanditsauthority：  
IfIcouldcontactyouforfurtherquestions，pleasewriteyoure－mailaddress・  
＠cam．ac．uk THANKYOUFORYOURCOIJLABORATION・  
注（1）一例として，話者の構成要素を例にとると，アメリカにおけるイングランド，スコットラン   
ド，アイルランド出身者は，20世紀の後半まででも，5割強に留まり，それに次ぐドイツ系の移   
民は，3割弱の多きに至っている。一方イギリスでは，近年その存在が大きな社会問題となって   
きてはいる，いわゆる「新移民」だが，その数は全人口の6％ほどであり，社会の根幹を揺るが   
すほど（例えば，それによる労働者階級の変質）のプレゼンスにはなっていない。（中尾1989，   
p．155；明石1997，p．10）とは言うものの，現在，ヨーロッパからの鱒民も含め，その数は着   
実に増え，2001年秋には，内務大臣が，新移民に対して，英語のテストを課す旨の発言をし，そ   
の後，内務省の答申として現実化した。（T九βTf瑚5，270ct・2001）  
（2）漢文における文語と口語の粛離については，吉川（1989）を参照されたい。  
（3）また，もう一つ忘れていけないことは，言語は常に変化に晒されるものであるという点であ  
る。言語の話し手である人と，その生活の環境（社会）が変われば，言語だけが変化を免れるこ  
とはあり得ないことであるし，また，かつて免れたことはない。つまり，言語を研究する際に   
は，扱う言語事実の通時的範囲を規定することも重要である。さらに加えて言うなら，言語がど   
のようなプロセスを経て，どのカテゴリーでどのように変化を蒙るかということにも，経験的に   
一定の法則はない。同じゲルマン語に属する諸言語の中でも変化の過程は様々である。ゲルマン   
語の中で，相当な変化を蒙ったとされる英語の保守性については，Morita（1966）を参照された  
い。  
（4）ここで言うイギリスとは，theUnitedKingdomofGreatBritainandNorthernIrelandを指す。  
（5）Honey（1997）p．3．なお，彼は，In theory．atleast，Standard English can be spokenin any   
accentofEnglish・・・と言い，発音に関しては言及しようとしない点をここでも述べておきたい。  
（6）この点について，Fisher（1996）は，RP（Received Pronunciation）を育んだと言われる，（かつ  
ての）public schoolにおける口頭演習の重要性を説いている。So the public schooIs did not   
teach Englishlanguage andliterature to teach pronunciation；reCitation，Oralreadirlg，and oral   
translationprovidedampleopportunityfordrillandcorrection．（p．115）  
（7）これについては，アンケートの全文を参照されたい。  
（8）IthasbeenestimatedthatonlythreepercentofthepopulationspeakRP．（HughesandTrudgi11  
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1987：p．3）  
（9）これに村して，同じ設問に対する学生の答えは，次のようになり，1grammarが突出してい   
る点が好対照である。これは，より若い世代が，発音には寛容である傾向があると考えられると   
同時に，知の担い手であるUniversity of Cambridgeのcollegeのfellowらが，とりわけ発音に   
対しても配慮を払っている可能性も考え得るだろう。  
回答数   ％   
64   60．1   
2   17   16．2   
3   19   18．1   
4   5   4．8  
105  
森田（2002）より  
（1（》 設問D－2，D－3に関しては，本論の主旨から若干ずれるので，今後学生に対するアンケート結  
果との比較を行い，別に考察したい。   
帥 コメントのいくつかを挙げてみる。  
・Studentstendnottouseregionalvocabulary．RegionalaccentsIdonotmindatall．  
● Happy！  
●Ihavenoobjectiontoregiorlalaccents．  
・Don’tmindunlesstheyemployslangwhichisugly．  
● Noproblem，aSlongastheyareinte11igible．  
・lt’sjustafact．It’s their’Choice－Idon’tmindaslongasIcanunderstandthem．（RP／orthe  
EnglishasIspeakit．と答えた回答者のコメント）  
・SpokenEnglish－nOprOblem．WrittenEnglishTSad ＋disappointed．  
本文でも述べたが，忙しい学期末にアンケートに答えてくださったPembroke Co11egeのfel－   
lowと関係者の方々にこの場を借りて，厚く御礼申し上げたい。また，本文に述べたように，多  
くの貴重なコメントを頂戴した。本論の完成は，それらの助けによるところ大であることも申し   
添えたいと思う。ただし過誤があるとすれば，それは全く筆者の責である。   
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